　第二章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　-序-　

　北大路を東へ向かう市電は、鴨川を渡り下鴨本通を右へ、そして糺森に到着した。道路中央の安全地帯には、夏の余韻を肌に残した高校生たちが、新学期の活気をカバンに詰めて帰宅するために大勢待っていた。

　市電が止まり木製のドアが開くと、三十代の夫婦連れが高校生をかき分けるように安全地帯に降り立った。

「ふう」

　妻は、ため息をついて夫を見れば、夫は車道を渡り歩道で待っていた。

「ちょっと、待って」

　妻が急いで歩道に辿り着くと、休むまもなく夫が歩き出した。本通から下鴨神社に向かう道には、派手な着物を着て化粧をした男が、黒装束の忍者と歩いていた。

「何、あれ」

「あれか、映画の撮影だろう」

「こんな街中で、時代劇の撮影なんて」

　九月初頭、まだ気温は高く妻の額にから、汗が流れていた。

「ふう」

　妻は何度も息を吐きハンカチで汗を拭った。夏草が残る地道を歩いて行き、神社の境内に辿り着けば、爽やかな風が駆け抜けた。

「ああ、良い気持ち」

　夫が社務所に寄り名を告げると、係の者が一枚の紙を出して言った。

「これくらいしか、有りませんでした」

　夫は、その紙を受け取り、さっと目を通した。そして、妻を連れて神社を後にした。神社から南へ数分歩いたところに、高野川と鴨川の合流点がある。川が合流する三角地帯の先端から、大文字山がすぐ近くに見える。夫は紙を見ながら視線を北へと移した。

「電車の駅があるな」

叡電出町柳駅、行き先表示板に一乗寺という駅があった。

「行ってみようか」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　内裏、梅壷の庭に潜む影。玉砂利に木靴の音がする。

「まだか」

「はっ、稲刈りが終われば、堂剣が動き出すと思われます」

「せいては、おらぬがのう」

　木靴の音が遠ざかり、庭の影も姿を消した。

森の中、熟れたアケビに矢が刺さる。イカリは、小型の弓を試していた。次々と的を撃つイカリの後ろでは、夕顔とロクがイカリの見事な腕前に声もなく見ていた。

「この弓は、よう当たるぞ」

　ロクは、夕顔の袖を軽く引き、

「わしも撃ったが、まともに当たらんかった」

　イカリが放った最後の矢は、高い木を越えて森の向こうへ消えた。

「どこまで行ったか見てくる」

イカリがそう言って弓を夕顔に渡し森の中に入った。ロクも後を追った。夕顔は、落ちた矢を拾い集め、草の上に座ってイカリの帰りを待った。ふと空を見上げれば、南からの暖かい風に追われた雲が通りすぎて行く。遠瀬の夏は、夕顔にとって最も楽しい夏だった。雨乞いの舞い以来、遠瀬のどこを尋ねても快く迎えられ、それをイカリも誇らしく思ってくれている。

　実りの秋、夕顔は自分の腹に手を充てた。

「ややこが出来たか」

　砧の声だった。夕顔は、脇に刺した仕込み棒を握って答えた。

「いいえ、まだです」

「隠れ畑は、いつになれば判る」

「さあ、遠瀬の道を全て歩きましたが、それらしい所はないようです」

「男にうつつを抜かし、使命を忘れたのではあるまいな」

夕顔は、仕込みをゆっくりと抜き、

「そう言われても、ないものはない」

「この、役立たずの小娘が」

背後から、砧が短剣をかざして夕顔に襲いかかった。夕顔は身を翻し、仕込み棒で短剣を打った。砧が態勢を変え、もう一度短剣を構えたが短剣は折れていた。

「いつの間に、こんな技を」

「イカリと森が鍛えてくれた」

砧は目潰しの粉を撒いた。夕顔は身を伏せ、足元あった石を砧に投げつけた。自ら撒いた粉のために視界を遮られた砧は、石をよけきれず腹に受けた。夕顔は粉塵を避けるために風上に移動した。視界は確保したが、夕顔が見たのは森の中へ消えて行く砧の後ろ姿だった。

　着物を整えた夕顔は、何もなかったように、草の上に座りイカリを待った。半時後、イカリとロクは放った矢を持って戻った。

「腹がすいた、もどろうか」

「はい」

ロクを弥平の家に送り、自分たちの家に戻ったイカリは、夕顔に言った。

「何かあったのか。浮かぬ顔をしておるが」

夕顔が砧のことを話そうとしたとき、強風が家を揺らした。

「はい、先ほど南の風に追われる雲を見ていて、空が荒れると心配で」

「そうか、野分けは毎年のこと。これを乗り切れば、実りの秋となる」

夜半から雨と風が強くなり、村の者は息を潜めて嵐が過ぎるのを待っていた。以前の夕顔なら、こういう夜は体を丸め嵐の恐怖を堪えるだけだったが、イカリの傍にいれば恐れるものなど何もないと思える。　

闇の中、そっと手を伸ばすばイカリの胸の鼓動が伝わる。眠っているはずのイカリが、夕顔を抱き寄せた。

「イカリ」

イカリの返事は無く、寝息が聞こえるだけだった。

幸い嵐による被害は少なく、稲も無事だった。秋晴れの空の下、蔵ニの妻ナナミの号令で稲刈りが始まった。稲刈りが終わると、村の中央で夕顔の舞いが始まった。酒が振舞われると、村の者も踊りだした。夕顔は、舞いを終えるとイカリの傍に座ったが、酒の臭いがしない。

「何か」

夕顔がそう言うと、イカリは蔵ニを見て答えた。

「蔵ニも飲んでいない」

夕顔は、イカリの手を握り、

「近いのですね」

夕顔は周りを見渡した。勧真と西春の姿が消えていた。

　それから三日後、偵察に行っていた勧真と西春が戻り、遠瀬のクニの各村長が蔵ニの家に集まっていた。勧真と西春の話しでは、堂剣の軍勢が小数に分かれて峰を登り、堂剣自身は、騎馬隊を率いて西側の迂回路に進んだ。勧真は、地図を開いて言った。

「遠瀬の各村を一斉に攻撃し、戦が一段落したところで堂剣が乗りこむと思われます。」　

蔵ニは、地図から目を離しイカリに言った。

「おまえは、どう思う」

イカリは、地図の迂回路を指差して答えた。

「この道を進むと、最初に茜村に着く。茜村は、一度攻撃を受けている。堂剣が阿呆でないのなら、同じ村を攻撃するとは思えん。他に、堂剣はわしらが山での闘いに慣れていると承知しているはず。山に入れば、馬は邪魔になる。」

イカリは、しばらく考え、

「騎馬隊が先に来る。野や田では、騎馬隊が勝る。」

勧真は、イカリをあざ笑うように言、

「ならば、山に入ればよかろう」

蔵ニがイカリに、

「何を考えておる」

イカリは、腕組みをして言った。

「山に入った小隊も、騎馬も囮じゃ。真の敵は、他にいるような気がする」　

勧真は、声を上げて笑いながら言った。

「他に軍勢を置くほどの人数は、倉井におらぬ。考えすぎじゃ」

蔵ニは、地図を見ながら言った。

「イカリ、念のためにサンを連れて東の街道を見て来い。何かあれば、サンを走らせろ」

その後、蔵ニは各方面の配置を村長たちに指示した。それから、イカリに言った。

「敵を見ても無理に闘うな」

イカリは、肯き蔵ニの家を出ると夕顔が槍を持って待っていた。そして、サンとロクも揃っていた。ロクは、弓と矢を持っていた。イカリが夕顔から槍を受け取り、サンを連れて出発しようとすると、夕顔がイカリの腕を掴んだ。

「婆さまのいいつけです。私も行きます。」

夕刻、都から遠瀬に通じる花背峠（遠瀬の東）を目指し、馬に乗った武者が八百人の歩兵を連れ進軍中だった。騎乗の源重富は、生来の荒くれ者で、その蛮行を諌めるため長く叡山に幽閉されていた。それが、上東門院彰子の病脳による大赦が行われ、叡山を降りたところに、堂剣征伐の命が下った。重富の軍勢が花背に峠の中腹に指しかかったとき、斥候が息を切らして戻ってきた。

「恐れながら、申し上げます」

「どうした」

「峠より西、遠瀬の村々が戦の準備をしております」

「なに、倉井ではないのか」

重富は、後方の軍団を眺め、

「いずれにせよ、戦を構えるとは、ふとどきな。堂剣より先に征伐してくれるわ」

重富の軍勢は倉井には向かわず、遠瀬に進路を取った。その動きを山の上から、天月と先の斥候が見ていた。

「騎馬無しとは、思いきった策。ただの暴れ者とは、一味違うな」

　天月がそう言うと斥候が応えた。

「ただ、寄せ集めの軍勢。もしや、遠瀬の者が一騎討ちを申し出、重富殿を倒すようなことがあれば、八百の軍勢は霧散するかも知れぬ」

天月は、薄笑いを浮かべ、

「遠瀬の山猿どもの中に、それほどの者は・・・」

「どうなされた」

軍勢の動きが止まり、重富が馬から降りた。

「ここで、野営か」

天月がそう言うと斥候が、

「戻らねば」

　斥候と入れ違いに砧が現れた。

「イカリと夕顔の姿が消えました」

「なに、遠瀬からイカリが出たのか」

「地の利を知るイカリ、追跡は困難かと。」

「あの軍勢を見よ。一人、いや二人とてなにが出来よう」

「はて、イカリの狙いが天月殿の首でなければ良いのですが」

そう言うと砧は、天月の傍を離れ、

「夕顔とイカリの絆に首を絞められるとは、おなごの心を軽んじた罰」

　天月は、砧を睨みつけて言った。

「行け」　

　

イカリたちは、天月より早く東側の軍勢に気付き、停止した敵軍のすぐ近くに身を潜めていた。そして、敵軍が野営することを確認すると、イカリは三人を連れて遠瀬への帰路に着いた。逃げ場のない戦、それはサンもロクも理解していた。

イカリと夕顔は、敵の存在を知らせるために歩調が早くなっていたが、サンとロクはしだいに気重になり、足の動きが鈍った。二人にとってイカリは、超人的な強さを持つ強い味方だったが、多勢に無勢、今度ばかりはそれも充てに出来ないと考えていた。

いつの間にか、サンとロクの視界からイカリと夕顔が消えていた。　慌てた二人が、走り出すと聞き覚えのある声が、

「ロク、サン、待ちなさい」

二人が立ち止まり、辺りを見渡すと姿はなく、また走り出そうとすると目の前に砧が現れた。

「砧、どうしてここに」

そう言うとロクとサンは、砧に抱きついた。

「サンもロクも、元気そうで良かった」

「会いたかったぞ」

　砧は、身をかがめると、二人の手を握って言った。

「二人共、これから言うことをしっかり聞きなさい」

二人は、ただならぬ砧の口調に黙って頷いた。

「良いか、遠瀬は堂剣と朝廷に挟まれた。逃げ道はない。どうやっても勝てる戦ではない。堂剣とて、朝廷の軍勢に敗れるであろう。もうどうにもならぬ。私と共に都へ行けば、二人は助かる」

ロクは、砧から少し離れて言った。

「イカリを裏切れと言うのか」

「そうではない。二人が死ぬことはない」

「いやじゃ」

ロクは、そう言うとサンの手を握り走り出そうとしたが、砧が二人を抱きとめた。

「言うことを聞きなさい。おまえたちがいたとて、何の足しになる」

砧の頬が濡れていた。

紅い夕日が木々の隙間から漏れ、深い森を紅く染める。いつもなら、家々から立ち昇る薪の煙が出迎えてくれるのだが、今日の遠瀬は息を潜める獣のような殺気に満ちていた。イカリと夕顔は、サンとロクの姿がないことを知りながら、互いにそのことには触れなかった。蔵ニもそのことをイカリに問わず、東側の軍勢のことを尋ねるだけだった。　

　翌朝、狭霧の中を堂剣一派が茜村に進入した。静まりかえる村の中央に馬を止めた堂剣は、盗賊らしからぬ行動に出た。剣を抜き大きな声で、戦端を切るための口上を馬上から宣言した。それは、後に朝廷から取り調べを受けたときに、これが強盗ではなく正規の戦であるという言い訳をするためだった。

　一騎討ち、この宣言を受けなければ、堂剣が賊とみなされる。しかし、それを受ける者の声は上がらなかった。堂剣は、反応がないことを確認すると、部下に命じてある家に火を放った。堂剣は、馬を止めたまま、燃える家々を不敵な笑みを浮かべて見ていた。

「これでも、出て来ぬか。ふっ、腰抜けどもが」

火がついたが家が炎に包まれ、村に煙が立ちこめたが、それでも反撃はおろか逃げる者の姿もなかった。堂剣が次の家に火を放つように命じたとき、炎が一気に勢いを増し黒煙が辺りを覆った。

「堂剣」

黒煙の中から、西春が現れた。

「おまえは、西春。何をしに来た」

　西春は、刀を抜き堂剣の近くに走り寄った。

「堂剣、これより先に進みたくば、一騎討ちとなるが私と勝負する度胸があるか。この盗人めが」

堂剣は、煙に見え隠れする西春を睨んで言った。

「何をこしゃくな。周りは、わしの配下の者が弓を構えておる。おまえの負けじゃ」

「ほう、この煙の中、私だけを射ることが出きようか」

堂剣が刀を振り上げ、西春に切りかかろうとすると、勢いを増した炎から散った火の粉が馬の顔に触れ、驚いた馬が暴れた。振り落とされそうになった堂剣は、刀を捨て両手で手綱を握り馬にしがみつこうとしたが、馬が前足を上げた拍子に手綱を放してしまった。しかし、西春は堂剣を襲うことなく、その場から立ち去った。

落馬に怒る堂剣は、村の全ての家に火を放ったが、既に村人は全て前日のうちに逃げていた。そのことを知った堂剣は、更に怒りを増し闇雲に軍を進めた。統制を失った軍勢は、暴徒以外の何者でもなく、遠瀬のクニの村を次々と襲ったが、行く村全てが空だった。

そして、遠瀬村に到着した暴徒たちは、森中から放たれた無数の矢に次々と倒されて行く。暴徒の背後から、堂剣が大声で撤退を告げると、ようやく暴走が収まった。真昼の太陽が、倒れた無数の遺体を焼き、辺りに血の臭いがたちこめた。敗走する敵を見ながら、蔵ニは村の男たちに言った。

「やつらは、しょせん盗賊。東から来るのは、朝廷の兵。我らが持ちこたえることは出来ぬ。堂剣とて、今一度態勢を立てなおし攻めてくであろう。東から来る軍勢が真に朝廷の者ならば、堂剣の悪業を訴えれば聞く耳を持つやもしれぬ。そこで、使者を遣わすことにした。我と思う者は、歩み出よ」

夕顔がイカリの手を握ると、イカリは夕顔を見た。その青い瞳に無言で語りかけた。夕顔は頷き握る手の力を増した。

「わしが行く」

イカリは夕顔と共に蔵ニの前に出た。蔵ニは、昨夜の内に利光に書かせた親書をイカリに渡した。

イカリは、槍と剣を持ち夕顔と共に、真昼の街道を進んで行った。半時ほど歩くと、後方から西春が駆けつけ、何も言わずに並んで歩きはじめた。やがて三人の前方に、煌びやかな鎧に身を固めた武者と、その軍勢が現れた。その武者は、三人を見つけると進軍を止め、使いの者を走らせた。

　使いの男は、三人の所に駆け寄ると、

「何者じゃ」

イカリは、その男に親書を差し出して言った。

「わしは、遠瀬の猟師イカリ。今、盗賊から遠瀬が攻撃を受けている。御大将に会わせて欲しい」

「あい、わかった。そこで待て」

使いの男は、全力で武者の元に戻り、イカリの言葉を伝えると、馬上の武者が親書を開き読み始めた。そして、それを使い男に渡すと、馬を走らせて来た。

「我こそは、源重富。関白の命により、堂剣征伐に向かう途中である。全て承知した。道を開けよ」

イカリたちが街道の端に寄ると、八百の軍勢が遠瀬に向かい進軍を始めた。イカリたちもその後に付いて歩き出した。

進軍が遠瀬まであと一歩のところまで迫ったとき、北の山から重富に向かって矢が放たれた。それは、山を越えて来た倉井の者が放ったものだった。矢は、重富を外し兵の一人に刺さった。それを見た重富は、イカリに向かい大声で怒鳴った。

「謀ったな」　

「逃げろ」

三人が山の中に逃げると、重富は、北の山とイカリたちが逃げた方向に、追手を放ち、遠瀬に向け本隊の進軍を命じた。

　追手は十名。イカリたちが頼れるものは、山の木々と歩行困難な斜面だけだった。無論、困難なのは敵だけではなく、山は公平にイカリたちにも立ちふさがる。

「なんだこれは」

　地形を知り尽くしたイカリを信じてついてきた西春は、目の前に現れた急な斜面を見てそう言った。岩壁ではないが、ほとんど垂直な山肌に土砂崩れによって倒された木が無数に転がっていた。

「登れぬことはない。西春は、そこで待っていろ」

イカリは、手を伸ばし槍を斜面に突き刺した。そして、夕顔の手を握り槍を手がかりとして登り始めたが、倒れた木に触れようともしない。西春が倒木に足をかけようとすると木が揺れ、体重をかけると斜面からずり落ちそうだった。登るのを諦めた西春が、上を向くと倒木と槍に力を分散しながら器用に登るイカリの姿があった。

「地の利か。山では、やつにかなわぬ」

　夕顔は、イカリが手を引く度に感じる浮遊感を楽しんでいた。

「ふふっ」

「どうした」

「いえ、宙に浮くのが面白くて。」

「そうか、一人で鹿を担ぎ上げるときにこうする」

「まあ、私は鹿ですか」

　そう言って夕顔は、斜面の下方を見た。追手の姿が森の中に見えた。

「敵が近づいています」

「我らの姿を捉えたのであろう」

「では、わざとここを登ったのですか」

「そうじゃ」

「西春は、どうします。」

「心配ない。やつは、頭が良い。何をすれば良いか、既にわかっている」

　夕顔がもう一度下を見ると、西春の姿はもうなかった。イカリと夕顔が斜面の一番高い場所につく頃には、追手が斜面の下に到達していた。

「ここには、見張り台があった。大雨で見張り台は流されたが、薪がまだ残っていたはずだ」

　夕顔が斜面から顔を出すと、薪を積んだ屋根だけの小屋があった。イカリは、小屋から太い薪を何本が抱えると斜面の端に置いた。

「見てみろ、あいつら倒れた木を足がかりに登ろうとしている」

　追手の何人かは、ずり落ちる倒木にまき込まれて下まで落ちてしまった。それを見ていた他の者は、倒木から離れヤモリのように手足で土を掻きながら登りはじめた。

「できるだけ引きつける」

「はい」

　敵の先頭の者が斜面の上半分まで登ったとき、イカリは薪の一つをその者めがけて転がした。転がりながら加速する薪は、命中しなかったが効果は十分だった。薪をよけるために身を交わした者が落ちて行く。

落ちる途中、倒木にすがりついても、倒木ごと下まで落ちて行く。イカリが薪を転がす度に敵が落ちて行く。敵のほとんどが、手足を痛め戦力として残ったのは、先頭の者と下で待っていた首領居らしい者だけだった。斜面に残った一人は、登るのを諦めて腹ばいになったまま下に降りはじめた。

「さて、降りるか。夕顔は、ここで待っていろ」

「私も降ります。相手は、二人」

「心配ない」

「嫌です。降ります」

「わかった。小屋に縄がある。それを使って、ゆっくりと降りてこい」

「しかし、二人を相手にするのは」

「西春を信じろ」

イカリは、そう言うと槍の先端を少し土に埋め、加速を緩めながら降りて行った。敵は、既に剣を構えてイカリが降りてくるのを待ち構えていた。そして、イカリが降り立つと首領らしい男が言った。

「なかなかやるのう。二人相手に勝てると思うか」

　イカリは、槍を地面に突き刺し、剣を抜いて言った。

「後ろを見よ」

男が肩越しに降り返ると、それまで潜んでいた西春が立っていた。男は、にやりと笑い、

「僧と猟師と一騎討ちか、手柄にもならぬが、御大将の命令じゃ観念いたせ」

そう言うが速いかイカリに切り掛かった。イカリは、切りかからずに男の足元に剣を投げ、男が怯む隙をついてイカリの槍が男の胸を貫いた。もう一人の男は、仲間が倒されたことに気を取られた隙に西春に剣によって倒された。そして西春が転落による怪我で動けない者に向かって刃を向けると、イカリがそれを止めて言った。

「後は、山が片付けてくれる。それより、遠瀬に急ごう」

　そのイカリの後ろには、夕顔が降りて待っていた。

　獣道を行く三人は、重富の軍勢を追いぬき遠瀬に到着すると、堂剣による総攻撃の第一波が襲った後だった。撃退はしたが、大勢の犠牲者を出していた。思案する蔵ニにイカリは、さらに重大な事態であることを告げた。

「南の山越えは都、北に山、東西に敵。逃げる道はなしか」

　そうつぶやく蔵ニにイカリが言った。

「一つある」

「何があと言う」

「倉井に逃げる。堂剣は、総攻撃をかけてきた。東の山から迫る者共の数は、しれている。そこを突破すれば、逃げ道がある。朝廷の軍は、堂剣征伐と言っていた」

「命は、助かるかもしれぬが、その後行くところも戻るところもない」

「蔵ニ、蔵ニがこのクニを作ろうとしたとき、ここには何もなかった。山を開き田畑を作り、やってきたのであろう。また、どこかでやれば良い。命さえあれば、なんとかなる。まだ、幼い者も大勢いる。生きていれば、またクニが作れる」

「うむ」

蔵ニは、肯くとクニの者を集めて言った。

「皆、ようここまで頑張った。本意ではないが、もはやこれまで。クニを捨てる。幼い子がおるものは、東の山を越えて逃げろ。後の者は、朝廷の軍と堂剣との闘いが始まるまで、可能な限り敵を引きつける」

幼子がいる家族たちが、倉井に向かうために山の中へ入った直後、堂剣の第二波が攻撃をしかけてきた。イカリの弓が、敵の騎馬を倒して行く。夕顔は、次々とイカリに矢を渡していった。やがて矢が尽きると、敵が剣を抜いて襲ってきた。イカリは、夕顔を庇い応戦しながら倉井方面に向かおうとしたが、敵に阻まれて思うように勧めなかった。

「反対側に逃げましょう」

「しかたないな」

イカリと夕顔は、クニの者から離れて行く。やがて、南側の山に追い詰められ、森の中へ駆け込んだ。敵の数が増え、応戦することも出来ず、イカリと夕顔は峠へ続く道を走った。背後から敵の足音が聞こえる。山道を駆ける夕顔が、石につまずいて倒れた。

「痛むか」

　立ちあがろうとした夕顔の足から、血が流れていた。

「かなり腫れているな」

「筋を痛めたわけでは、ありません。痛いだけです。足は、動きます」

イカリは、夕顔を抱きかかえると道から外れ、藪の中に潜んだ。

「しばらく、ここで隠れていたほうが良い。敵は、なんとかする」

「だめです。敵が多過ぎる」

「その足の痛みが引くまで、わしが時を稼ぐ。その後、都へ逃げれば良い」

　そう言って藪から出ようとしたイカリの着物を夕顔が掴んで言った。

「無駄なこと。そなたが、いくら強くても勝てる人数ではありませぬ。友軍の助けもなく。どうやって、敵と闘うと。それなら、ここに隠れていたほうが良い」

「おまえだけでも、助かってほしいのだ。もう、愛する者を失いたくない」

「それは、私とて同じ。イカリを失うなら、ここで共に死んだほうが良い。お願い、傍に居て」

イカリが夕顔を抱きしめると、風の音に混じり敵の足音が聞こえたが、峠の下がにわかに騒がしくなった。すると、迫ってきた敵の足音が遠ざかって行った。イカリが藪から立ちあがり、下を見ると重富の軍勢が堂剣に襲いかかっていた。イカリは、夕顔を抱きあげた。
「見えるか、あの御大将じゃ」

「はい、これで助かりますね」

「わしらは、どうしようか」

「どこへなりと参ります」

　そう言った夕顔の目に、一筋の煙が目に入った。

「あれは」

　夕顔が指した方向を見たイカリは、

「あれは、亜麻の煙。弥平が火を放った。これで、薬は誰の手にも渡らぬ」

　　　　　　　　　　　　　　　ニ

　近江の国、夜明け前の琵琶湖畔。三日月が東の空に浮いている。それを追いかけるように日が昇ると、漁師小屋の残り火から、一筋の煙が上がり朝日に消えた。入り口のムシロが開くと、手に弓を持ったイカリと矢を持った弥平が出てきた。その後から、後ろ髪を束ねながら夕顔が続く。

　弥平は、矢をイカリに渡すと太陽を指した。イカリが放った矢は、大きく弧をえがいて落下した。

「だめか」

弥平は、そう言うと大きく息を吐いた。

「暁に矢を放てというのは、確かなことなのか」

「そうじゃ。三日月、日の出と言い伝えにある」

「ならば、またこの次まで待つのか」

「ああ、そうじゃ。と言うても、戻るところがないのう」

イカリは、もう一度矢を持ち湖に向かって放った。水面に落ちた矢が波に揺れ、風に流されて行く。その矢が指したのは、都の方角だった。夕顔は、それを見て言った。

「矢が都を指しています。成村殿が待っているような気がします」

イカリは、夕顔の肩を抱くと朝日に背を向けた。

「行くか、成村のところへ。もしや、サンとロクがいるかもしれぬ」

「はい」

「弥平じいは、どうする。来るか」

「いいや、途中までは共をするが、山は超えぬ。しばらく、山に篭る」

三人は、朝日に輝く水面を背に都への道を歩き出した。しばらく歩くと、夕顔は後ろが気になり降り返れば、風に揺れる水面が赤く光ったような気がした。

「あれは」

夕顔の声にイカリは振り返ったが、そこには何もなかった。

「何か光ったような」

「何もないが」

「はい」

　日が暮れ、辺りが暗くなる頃、イカリと夕顔は成村の家に着いた。成村は、遠瀬のクニが消えたことを知っていた。源重富の侵略は、破壊の限りをつくし、痕跡も残さない徹底したものだった。

「倉井のことは、まだ知らせがないが、いずれは同じ道を辿るであろう」

「朝廷とは、いったい何じゃ。成村殿。遠瀬が何をした。何も悪いことは、しておらぬ」

「悪とか善ではない。遠瀬は、勝手にクニをつくり田畑を耕し、富を蓄え戦を構えた。と言うことじゃ」

「戦など構えてはおらぬ」

「しかし、戦を構えただけであれば、遠瀬を消し去るほどのことはせぬ。他に理由があるな」

　イカリが、成村に薬のことを話そうと迷っていると夕顔が話しはじめた。

「成村殿、たしかにありまりしたが、既に遠瀬は消え何も残っておらず、ここに至っては、もうどうでも良い事と思いますが」

「そうじゃのう、考えてもしかたない。しばらく、二人共ここで暮らすが良い」

庭先でたたずみ蒼天を見上げると浮雲がぽつり、その下の深い緑に紅いものが目立つ。まもなく紅葉の盛りだというのに、夕顔は成村の家の軒先から遠くの山を眺めるだけだった。イカリは、しきりに成村の家から出たがっていた。生まれつきの猟師、それが家の掃除に文字の学習。唯一の気晴らしは、格闘や剣の鍛錬。しかし、それも初めの一月は良かったのだが、たちまち成村が相手不足になるほど上達してしまった。

実りの秋、イカリは遠くの山を見つめることが多くなった。成村は、摂政が二人を追うようなことはしないだろうが、念のために家から離れるなと言う。最初は、朝、目を覚まし、用を済ませるだけの平穏な生活が楽しかった。少なくとも夕顔は、そう思っていた。

しかし、本能だろうか。イカリの体から殺気のような、苛立ちのようなものを感じるようになっていった。生まれてから、ずっと山を駆け、獣を追うことしか知らないイカリ。

　今朝、成村はイカリに告げた。

「狩りをしてこい。ただし、一人でな。夕顔を連れていくと目立つ」

「わかった。明日には、必ず戻る」

夕顔は、遠くの紅葉を見ながらイカリが山を駆ける姿を想像していた。

「案ずるな、狩りの名手じゃ。見事に獲物を捕らえてくるじゃう」

「いえ、そのような心配はしておりません。ただ、もどらないような・・・」

「男は、戻るところがあるから出かけることができる」

「はい」

「これから、鍛冶屋のところに行ってくる。何か欲しいものがあれば、調達してくるが」

　夕顔は、山を見たまま頭を横に振った。成村は、自分の着物を何点か持ち出し鍛冶屋へ向かった。そして、注文してあったナタを受け取ると、東市に行き自分の着物と女物の着物と交換した。それを夕顔に渡した。

「まあ、紅と純白。こんな高価なものを私のために」

「毎日、家事をやってくれる礼じゃ。遠慮するな」

「着替えてまいります」

夕顔は別の部屋に行った。純白の着物を透かして、内に着た紅が薄く映る。夕顔がそれを成村に見せようとしたとき、外から複数の足音と成村の怒鳴り声が聞こえた。

「無礼者、なに者じゃ」

「静かにしろ、女をかくまっていることは明白」

　イカリは、山の洞穴で一夜を過ごし、夜が明けると昨日探ってあった鹿の通り道に身を潜めた。日が天頂に登る頃、一頭の鹿が現れ、イカリの槍がそれを仕留めた。イカリは、その鹿の血を抜くと肩に担いで家路についた。一人で担ぐには、かなり重いが夕顔のことを思うと苦にならず、足取りも軽く日が暮れる前に家に戻った。

「戻ったぞ」

玄関から大きな声で言ったが、夕顔の返事はなかった。そのかわり、成村のうめき声が聞こえた。イカリが急いで中に入ると、柱に縛られて口を縄でふさがれた成村がいた。イカリは、成村を解き放つと言った。

「何があった。成村殿ほどの者が、このようなめに会うとは敵は何者じゃ」

「イカリよ。すまぬ。夕顔が連れ去れた」

「どこの誰じゃ、生かしてはおかぬわ」

「夕顔を連れ去った者たちは、イカリが協力すれば彼女を無事に帰すと言う」

「何をせよと」

「おまえを摂政関白、藤原頼通暗殺の手伝いをさせるつもりだ。おまえの槍の手腕が欲しいそうな」

夕顔は、牢屋に改造した蔵の中に閉じ込められていた。水責めに使用するのか、井戸があり、雪隠も備えていた。明かりは、手の届かない高さにある小さな窓だけ。日に一度、食事が運ばれてくるが、それも決まって日没後だった。日毎、短くなる昼の明かり。小さな窓から、外の光が消えると、今日も決まったように食事が運ばれる。蔵の戸が少し開くが、運んでくる者の姿は見えない。

最初は、イカリから離れた後悔と敵への憎しみで食事に手を付けなかった。眠れぬ夜が続き、精魂尽き果てそうになったとき、イカリの言葉を思い出した。

「流れに逆らうな。荒れる川は、いつか静まる」

夕顔は、食べた。もう一度、元気な姿でイカリと会うために。そして、毎日イカリのことを思いながら、暗い蔵の中で舞い続けた。

　ある朝、寒さに耐え兼ねて目を開けると、小さな窓から雪が舞いこんでいた。その日の夜、食事と共に獣の皮をなめした敷物と上着が届けられた。いつも、食事を届けると立ち去ってしまう足音が、この日は聞こえなかった。閉じられた戸の向こうに気配がする。

「そこで、何をしている」

　夕顔が声をかけると、子供の声が、

「それは、イカリが夕顔に渡せと言ったそうな」

「イカリ、おまえはイカリを知っているのですね」

「いや」

「その声は、ロク。ロク、ここから私を出して」

「じっとしていれば、きっとイカリと逢える。イカリを信じろ」

声の主は、その場を立ち去った。夕顔は、イカリが用意してくれた敷物と上着を抱きしめて泣いた。

「イカリ・・・」

年が明けた正月、雪がちらつく宇治平等院でイカリは勧真と建立前の鳳凰堂を眺めていた。

「イカリ、よう見ておけ」

「黙れ、気が散る」

イカリは、鳳凰堂の作業をする者たちを見ながら言った。

「向こうの松の木、あそこからなら届く」

　勧真は、イカリの肩を叩いて言った。

「もう、狙いをつけたのか」

　イカリは、勧真の手を払い、

「気安くさわるな」

「そう怒るな。これが済めば、十分な褒美と共に夕顔と暮らせる」

「わしは、いつでもやれる。今すぐにでもな」

「そう急ぐな。摂政ともなれば、そう簡単に出歩くものではない。来月、二十日頃に都から御仏の像が運ばれる。頼通が現れるのは、その後になる」

夕顔は、いつものようにイカリがくれた毛皮に包まれて眠っていた。いつもなら、夜明けと共に目覚めるのだが、この日は、まだ明ける前に物音で目覚めた。小さな窓を見上げれば、薄暗い空に人の影が見えた。そこから結び目が幾つもある縄が降ろされた。夕顔が窓の下に行くと、

「夕顔、登れるか」

　サンの声だった。

「大丈夫、いける」

夕顔は、毛皮を縄の端に縛り付け、窓を目指して登って行った。夕顔は、窓に到達すると逆さになり足から、外に身を出した。そこには、梯子がありサンとロクが下で待ちうけていた。夕顔は、縄を引き上げ毛皮を持って下に降りた。

「夕顔」

「サン、ロク」

夕顔は、二人を抱きしめて言った。

「よう助けてくれた。この礼は、なんと言えば良いか」

サンとロクが黙っていると、暗闇から天月の声がした。

「夕顔、久しぶりじゃのう」

「何の用じゃ、天月」

「あいかわらず気の強い女よ。ただで助かると思うな」

天月は、勧真たちの動向を探るうちに夕顔の所在を知った。天月は、ロクとサンに立ち去るように言うと、夕顔に指示を出した。

「二月の末、ある女王の替え玉になれ。摂政暗殺を企む者がいるとの噂じゃ。それが終われば、イカリと何処へなりと行けば良い。都に住みたければ、それも良い。好きにするが良い」

夕顔は、天月を睨んで言った。

「それは、真のことか」

「疑うのも無理はないが、その日にイカリと会わせてやる。それまでは、おまえの元の家で過ごせ。逃げれば、イカリとは会えぬ」

夕顔は、天月の申し出を飲みこむように頭を垂れ、怒りを込めて天月に言った。

「おまえの言うことは、もう聞かぬ。私は、イカリが助けに来るまで蔵で待つ」

そう言うと梯子を駆けあがった。その後ろ姿に天月が言った。

「待て、おまえを助けるために、どれほどの苦労をしたと思うておる。それに、やつらが約束を守り、おまえのを生きて蔵から出すとは限らぬ。夕顔、考えなおせ」

夕顔は、窓に身を入れると、

「天月、おまえと一緒にいてもそれは同じこと」

夕顔の姿は、蔵の中に消えた。

サンとロクは、物陰からそれを見ていた。ロクは夕顔がいる蔵を見ながら、血が出るほど唇を噛み締めた。サンとロクは、イカリを信頼していたが、その反面恐れていた。懐に入るものには、豊かな大地のように優しいイカリ。しかし、敵に回せば稲妻より恐ろしい。

裏切り者を許すかどうか、それが恐かった。事が終わり夕顔が戻れば、イカリは勧真たちを許しはしないだろう。無論、サンとロクも同罪。夕顔の居場所は、口止めされていた。言えば、命がないと勧真に脅され、イカリには黙っていた。

しかし、夕顔が蔵から出られる機会を逃してまで、イカリを信頼する姿を見て、たとえイカリがロクとサンを許さなくても、その恩に報いることを決めた。

「サン、イカリのところへ走れ」

「よいのか、そんなことをして」

「かまわん、イカリに夕顔の居場所を伝えろ」

「わしら、どうなるんじゃ」

「心配するな、責めはわしが全部負う。さあ、急げ」

サンの姿が見えなくなるのを待って、砧がロクの傍に寄った。

「夕顔がうらやましい」

ロクは、砧を見上げて言った。

「砧には、信じる者はおらんのか」

「一人だけ、いらした。その方を裏切ってしもうた。間者とは、そういうもの」

「その方というのは、許してくれぬのか」

　砧は、ふと自分の肩に手をあてた。

「もう、私の顔も忘れておられた。そして、また裏切った」

まだ砧が間者になったばかりの頃、高い身分の或る男を毒殺する計画に加わっていた。彼女は、内裏に潜入し任務は完遂したが、逃げる途中肩に矢を受けた。傷を追いながらの逃走、賀茂の社、糺の森で力尽きるかと思ったとき、当時全盛を誇っていた相撲人成村に助けられた。夜を徹しての介抱に心をうたれた砧だったが、彼女の仲間は足抜けを許さなかった。そして、砧は妖術を使い彼から離れて行った。

物の怪に出し抜かれた相撲人が、自らの戒めのために身を引いたと知ったとき、砧の心は痛み苦しんだ。その思いを振り払うように、彼女は間者の仕事に没頭した。

数年後、夕顔追尾の先に成村がいた。イカリと夕顔の姿に、かつての自分を重ね、再び心が動く。何度か成村の近くに寄ったのだが、彼は気付かなかった。間者としては、そのほうが良かったのだが、女として言い知れぬ寂しさに襲われ、昔と同じところに自ら矢を刺し懐に飛び込んだ。

気付かないのか、それとも知らぬふりをしているのか。迷いながらの潜入は、心に隙を作った。天月が最も欲しがっていた反摂政派の勧真の話しに聞き耳を立てながら、砧は成村を見つめてしまった。

「おまえは、何物じゃ」

成村の一言は、砧の恋心を押しつぶした。

「まだ、肩が痛いか」

ロクの言葉に我に返った砧は、

「いいや、痛くはないが」

「そうか、なら良い」

　言い知れぬ重圧と淋しさを紛らわすために、イカリは槍と弓の鍛錬に専念していた。成村の家の近くの畑には、人型に組んだ木製の的があり、その周囲を母布で囲み、その外から的めがけて投げる。イカリの槍は、目を閉じていても命中するほどの精度に達していた。

「イカリ」

その声にイカリが振り向くと、サンが息を切らして立っていた。

「サン、サンではないか。おう、生きておったか」

　イカリは、サンに駆け寄ると、

「わしがここに居ると、ようわかったな」

「イカリ、夕顔が居るところを知っている。ロクがイカリに知らせろと言うた」

「なに、まことか」

　サンは、ロクが言ったことや天月のことなどを全てイカリに話した。イカリは、話しを聞いた後、空を見上げたまま押し黙ってしまい、サンはロクと自分の裏切りにイカリが怒っていると想像し、涙をこぼしながら立ちすくんでいた。

　頭上には、冬の澄みきった青空に三日月が浮いていた。サンの涙を見たイカリは、彼の頭に手を充てて言った。

「サン、何を泣いておる」

「わしら、イカリと夕顔を裏切った」

「なんじゃ。いつ裏切ったと言うのじゃ」

　サンは、イカリの顔を見て答えた。

「遠瀬から逃げた。勧真から脅されて、今まで夕顔の居場所を黙っていた」

「そんなことか。気にやむことはない」

　そう言ってイカリは笑った。

「そ、それなら、許してくれるのか」

「ああ、許すも許さないもない」

「夕顔を助けに行こう」

「慌てるな。このことを敵に気取られてはならぬ。サンとロクは、いつものように過ごせ。わかったか」

「わかった。言うとおりにする」

「夕顔がいる蔵の窓は、南に向いているか」

「小さい窓が、南側にある」

「そうか、ならば夕顔に伝えてくれ。この次、月が見える頃、それまでには必ず助けに行くと。さあ、勧真の仲間に見られてはまずい。早く行け」

　サンとイカリの姿を離れて見ていた成村は、背後にせまる影を感じていた。音はしないが、気配を感じる。

「砧か」

　成村が振り向こうとすると、

「見ないで下さい」

「何の用じゃ」

「願いが御座います」

「なんなりと申せ」

「サンとロクを頼みます」

「おまえが引き取るのではないのか」

「私のような者が母代わりでは、良からぬ道に導くことになります」

「わかった。父代わりになろう」

「ありがとう御座います」

「しかし、母も必要であろう」

「それは・・・」

「すぐに返事をせよとは言わぬ」

「成村殿は、物の怪を追うために今まで」

「出しぬかれたが故に、追っていたのではない」

　砧の気配が消えた。成村が振り向くと、西春の姿が遠くに見えた。西春は成村に駆け寄った。イカリもそれに気付き再会を喜んだ。西春は、遠瀬の者たちが丹波の国に逃げたことをイカリに伝えた。

「蔵ニは、どうした。
「討ち死にじゃ。倉井の者は、全滅した」

　イカリは、拳を握りしめ独り言のように言った。

「全滅か。なぜにそこまでする」

　西春は、内裏の方角に目をやり、

「朝廷から見れば、倉井も遠瀬もさしたる軍勢でもないが、戒めとするのが狙いかもしれぬ」

「朝廷とは、遠瀬のような小勢を怖がるほど弱いのか」

「私は、東方を旅して参った。朝廷、摂政の力といえども限りがあると知った」

　イカリは、天を掴むように拳を振り上げ、

「では、倒せぬ相手ではないと」

「そうは、言っておらぬ」

　振り上げた拳を下ろしたイカリは、槍を構えて言った。

「このままでは、我が身を捨て遠瀬の者を逃がした蔵ニに申し訳ない」

　そして、イカリは涙をこぼした。

蔵ニの死に肩を落とすイカリに、成村が言った。

「無念は良く分かるが、蔵ニの死に報いるには、夕顔を救うことではないか」

そう言われたイカリは、槍を西春に見せながら言った。

「二人共、槍の話しをするふりをしてくれ。見張りの二人がこっちを見ている」

成村は少し間を置いて槍に触れながら、声を出さずに口を動かした。イカリは、槍の中央部分を握り重さを量るような仕草をしながら言った。

「夕顔の居場所がわかった。助けたい、二人に手伝って欲しい」　

成村は、肩を軽く回して言った。

「一戦交えるのか」

イカリは、首を横に振り、

「いや、夕顔を救うためには、やつらに知られぬように動いたほうが良い」

イカリと成村には、監視役が常時二人ついていた。監視役は、毎朝交代する。それが、仲間のところへ戻らない場合、夕顔が殺される。交代の時期、その空白の時間内に夕顔を連れ出す。

イカリが方策を二人に話そうとすると、見張りの一人が近づいて来た。イカリは、槍を西春に渡して大声で言った。

「やって見ればよい」

　西春は、言われたとおりに槍を投げてみたが、真っ直ぐに投げることが出来なかった。それを見た見張りが言った。

「何をしておる」

イカリは、西春を顎で指して見張りに言った。

「この者が、槍の投げ方を教えろと言う。わしは、坊主には無理じゃと言うた。そしたら、やってみねば分からぬと言う。そこで、やらせてみた」

見張りは、地面に転がった槍を見ながら言った。

「誰でも出きるのなら、こやつなど用はない。さあ、飯じゃ飯」

　そう言って、先に家に向かって歩き出した。イカリは、見張りに聞こえないように西春に言った。

「一度、どこへなと行って、夜明け前に戻ってくれ。策は、成村殿に伝えておく」

　西春は見張りに聞こえるように言った。

「では、私は寺へ戻らねばなりませぬ」

　そう言って、見張りを追いぬいて去って行った。

　

　その日の深夜、酒に薬を混ぜたものを飲まされた見張り番の二人は、頬をつついても起きないほど深く眠っていた。イカリは、成村に別れを告げ、弓と槍を持って家を出て行った。北の夜空を見上げれば女王の椅子が、いつもより強い光を放っていた。

　イカリが、星の灯りを頼りに夕顔を目指して歩いて行くと、背後に人の気配を感じた。振り向いても誰もいない。ふと西の空を見ると、六つの明るい星が輝いていた。六つの星の中で最も明るく、自らを焼き尽くすかのように輝く星が、イカリに力を与える。

　イカリは、己の力のみを信じ、山の神にさえ真摯に祈りを捧げたこともなかったが、冬の冷たい風に揺らぐ星の光に心から手を合わせた。そして、夜空に拳を突き上げると、再び北に向かって歩き出した。夜の都は、昼の喧騒が嘘のように静まりかえり、木や草まで息を潜めているように感じる。イカリは、サンが伝えて来たとおり、朱雀門から二条大路を東に向かい、さらに押小路へと入って行き、辺りを見渡した。

　サンの言うとおりの道順を辿れば、枝ぶりの良い松が見えるはずだった。目を凝らして、周囲を伺ったがそれらしいものは見えなかった。

　ふと、空を見上げると、六つの明るい星は既に西の山に隠れて見えず、東に目を移すと、まもなく登る朝日に追われて消える織女星と彦星が、東山連峰の上に輝いていた。頭上には、瞬くことがない赤い星。

　その赤い星の光が伸びる先に、屋敷内から土塀の外に伸びた松の枝の影を見つけた。その枝の下、小さな木戸があり、それを手で押すと内側に開き、真っ暗な藪のような庭に入った。奥に進もうとしたが、まったく手入れされてない庭は、歩くことさえ困難だった。イカリは、その場に座り込むと明るくなるのを待った。ここまで、歩いて来たことで寒さを感じなかったが、直に手足が凍えだした。イカリは、手に息を吹きかけたり、体を小刻みに動かし、冷え切らないようにしながら、夜明けを待った。

　東山の上に明星が現れた。それを合図のようにイカリは邸内を歩き出した。闇に慣れた目には、ほんの少し明るくなった空で十分だった。夕顔が居る蔵に辿り付くと、イカリは南側の窓を探した。跳びつくには高すぎる。イカリは、矢に縄を付けて窓めがけて投げた。矢は、窓を通過し内側にぶら下がった。イカリは、ゆっくりと縄を伸ばして行くと、床に矢があたる感触があった。更に縄を緩めた。縄がするすると窓の中へ入って行く。イカリが縄を掴むと、窓を通して夕顔の存在を感じた。

　イカリは、しっかりと縄を握って待った。やがて、縄が少し緩み、窓から夕顔の指。次に頭が見え、そして顔が。

　夕顔は、窓から身を乗り出すとイカリに向かって飛び降りた。イカリは、夕顔を受けとめると頬を寄せて言った。

「寒いか」

「イカリの涙が暖かい」

　イカリの頬から涙が溢れ、夕顔の首筋に伝わった。夕顔の青い瞳も濡れていた。

「直に日が昇る」

　東山の尾根が少し明るくなった空に浮かび、日の出が近いことを告げる。木戸の外にでは、サンとロクが待っていた。夕顔は、二人を抱き寄せて言った。

「二人がイカリを呼んでくれたのですね」

　ロクは、イカリを見て言った。

「これから、どうする」

　イカリは、邸内を指差して言った。

「あの蔵に夕顔がいるように振る舞え」

「わかった」

「夕顔が逃げたことが、やつらに悟られたら、おまえたち二人は逃げろ」

「もう逃げるのは嫌じゃ」
　イカリは、逃走を嫌がるサンとロクに拳を握って言った。
「逃げるのも戦いじゃ」

　夕顔が立ちあがり、

「二人は、もう十分に役目を果たしてくれました」

　ロクは、サンの肩を抱いて言った。

「イカリも、夕顔も、逃げれば良いではないか」　

　その時、イカリが何かの気配に気付き槍を構えた。

「イカリ殿、なにかあれば、サンとロクは私と成村殿が引き受けます」

　その声は、砧の声だった。イカリは、構えた槍をなおし夕顔を見て肯いた。夕顔も無言でそれに応え、二人は肩を並べて歩き出した。

　二人は、イカリの監視役を出し抜くために成村の家に向かい急いでいた。イカリは、拘束されていた夕顔の体力を気遣っていたが、イカリの心配をよそに彼女は疲れも見せずに歩いていた。

「疲れないか」

「いいえ、この時を信じて、毎日蔵の中で鍛えておりました」

　イカリが夕顔を見ると、青い瞳が夜明けの薄明かりの中で彼を見つめていた。冬の早朝、比叡おろしの冷たい風が二人の背中を押す。夕顔が、ある屋敷の前で足を止めた。

「どうした、寒いか」

「ここは、小一条院」

　夕顔は、手を合わせると再び歩き出した。その屋敷の門にさしかかると、夜明け前にもかかわらず門が開いていた。その奥に華やかな飾りをつけた車があった。イカリと夕顔は、それを横目で見ながら先を急いだ。

　邸内、中央の間。一段高いところに御簾が降ろされていた。小一条院の従者が数名、御簾に向かって頭を下げていた。その中にイカリと成村を引きあわせた男もいた。

「夜明け前に何用で、ございましょう」

　男が御簾に向かって言うと、その前にいる女官が答えた。

「宇治鳳凰堂、建立前に頼通殿が宮を案内するとか」

「この寒空に宇治まで参られるのでしょうか。」

「宇治は、宮の祖父にあたる道長殿のためでありましょう。宮も心苦しゅうないと申せされています」

　男は、御簾から視線を外し、少し考えてから言った。

「それは、なによりと思いますが、荒れる冬の空のことゆえ」

　それきり黙った男に、御簾の向こうから女性の声が、

「腹蔵無く申すがよい」

「はっ、では。家人どもの中に謀反を企む者がいると聞きいております」

　女官が御簾の向こうにいる女性に代わって言った。

「そのこと、風の噂に聞いております。警護に人を貸してもらうために参りました。なにやら、最手でもかなわぬ男がいるとか」

　御簾の向こうの女性が立ちあがると、女官が男に言った。

「では、その義よろしく頼みます」　

　男は、何も答えず頭を下げた。そのまま御簾の向こうの女性の気配が消えるまで頭を上げなかった。そして、座ったまま部屋の仕切りに向かって言った。

「直ちに、成村のところへ使いを。名は、なんと申したか忘れたが、腕のたつ男がいる。その男をこれへ。その男がおらぬなら、成村を連れてまいれ」
　東山の上に太陽が顔を出すころ、衣から狩衣に着替えた西春が、成村の家から少し離れたところを歩いていた。頭には、黒い布を被っている。それを畑の物置に潜んだイカリと夕顔が見ていた。

「上手くいくでしょうか」

「西春のことだ、きっとやってくれる」

家の中では、成村が寝たふりをして見張りが起きるのを待っていた。そこへ、外から交代の二人の声がした。

「おい、イカリが逃げたぞ」

眠っていた二人の見張りが、慌てて起きる音がする。

「ばか者、寝ぼけおって、さっさ追いかけろ」

　そう怒鳴った男が成村のところへ来て言った。

「起きろ、成村。イカリは、どこへ行った」

　成村は、目を擦りながら起きあがって答えた。

「朝から、何を騒いでおる」

「イカリが逃げた。今、三人で追いかけている。ただでは、済まさぬからな」

「ほう、ならばどうする」

「夕顔の命はない」

成村は、ゆっくりと立ちあがると、大きく欠伸をして言った。

「誰が、知らせに行くのじゃ」

「わしが、これから急いで戻る。それで、あの女の命も終わりじゃ」

「戻れるものなら、戻ってみよ」

　その時、男の背後にイカリが現れ、後ろから男の首に刃を付きつけて言った。

「命が惜しくば、そこへ座れ。わしの腕は、よう知っておるであろう」

　男は、刃の冷たい感触に震えながら言った。

「わしを殺せば、女の命はない。知らせずとも、わしらが戻らねば、勧真が女を殺す」

「誰を殺す、と」

夕顔の声だった。夕顔は、男に近寄り男の腰から刀を抜いて構えた。イカリは、男の肩に力を入れて座らせた。そして、男を後ろ手に縛ると髪を掴んだ。夕顔が男の頭に刀を近づけると、男は目を閉じて震えていた。

夕顔が男の頭に刀を近づけた。男は目を閉じて震えていた。夕顔は、イカリが掴んだ髪の束を根元から切り取った。さらに男の着物を刀で切り取り、男の鼻をつまんだ。男が、苦しさに口を開けたところへ切り取った端布を詰め込んだ。イカリは、懐から薬を一つ出し、成村に言った。

「成村殿、後を頼みます。それと、これを細かく磨り潰して欲しい」

イカリは、そう言うと夕顔と共に西春のところへ向かった。遠くの原で、西春が敵から逃げ惑う姿が見える。イカリと夕顔が、それを追いかけるとそれに気づいた西春が向きを変えて、二人に向かって走りだした。そして、西春、イカリ、夕顔は、合流すると成村の畑に向かって走り出した。

畑の直前まで来ると、イカリは畑の周囲に生えた雑草の前で立ち止まり、夕顔と西春は畑の中に飛び込んだ。イカリは、追手の三人が迫るまで待つと雑草を飛び越え、背中を見せたまま立ち止まった。追手は、雑草の前で刀を抜きイカリに切り掛ったが、草の中に仕込まれた罠に足を取られ、三人供その場に倒れた。イカリと西春は、すかさず三人の腹に蹴りを入れた。

イカリは、縛り上げた四人の男のうち、昨夜からいる二人の口を布で塞ぎ、粉にした薬を鼻にねじ込んだ。口で息が出来ない男たちは、その粉を鼻から吸い込んだ。最初、何事も起こらなかったが、徐々に男たちの目つきが変化していく。

「よく聞け、これから勧真の元へ戻るが良い。しかし、昨日からのことを話せば、おぬしらの命はない。心の臓が痛む。いつものように過ごせばよい」

イカリは二人の口から布を取り、

「昨日は、何があっ。」

男の一人が口を開いて答えようとすると、胸に激痛が走り苦痛にのたうちまわった。イカリがもう一人の男に同じ質問をした。その男も同じように苦しんだ。

「その痛みを忘れるな」

それを見ていた成村は、

「さようか、それが堂剣や朝廷の狙いだったのじゃな。秘伝の薬というわけか」

「このような使い方は、しとうなかった。これは、山で動けなくなった者に苦痛を忘れさせるために使う方法。逆に使えば、苦痛を与える」

「それを使えば、敵対する者を容易くてなずけられることのう」

「遠瀬の者は、これが外に出ないように命賭けで守ってきた。守れぬときは、全て焼き払う。もう、遠瀬には何も残っておらぬ」

暗示をかけられた二人の男は、いつものように成村の家から仲間のところへと向かって歩き出した。その後ろ姿を見ながら西春がイカリに言った。

「やつら、どうなる」

「アジトに戻りことの次第を話そうとすれば痛みが襲う。それを恐れて、黙れば何事も起こらんが、それでは使命を果たせぬ。西春ならどうする」

「わしなら御仏にすがるが、やつらなら逃げるかも知れぬ」

「そうなれば良い」

「しかし、検非違使にでも突き出してやれば良かろう」

「わしは、やつらに恨みはない。夕顔が戻り、わしらが平穏に生きて行ければそれで良い。出来ることならば、殺生することなく、やつらから逃れたい。明日になれば、また見張りが代わる。勧真を入れて、残り四人。結束が切れ、仲間割れを起こせば良からぬことも出来ぬ」

西春は、殺生を生業とする猟師は罪深く救われぬ者と教えられた。しかし、イカリを見ていると、そうとも思えなくなっていた。イカリが夕顔救出のために取った手は見事だったが、後の始末は必ずしも有効とは言えない。敵の命まで助けようとしている。誰に教えられたわけでもないが、可能な限り殺生を避けようとしている。敵、すなわち悪。と、決めつけることもしない。

西春は、僧としての修行では得られないものをイカリに感じていた。それが何かわからぬまま、イカリと行動を供にしてきた。

「イカリ、一つ尋ねたい」

「なんじゃ、西春」

「それは、おぬしのその考えは誰に習った。殺生を生業としながら、殺生を避けようとする」

「わしは、生きていく術を習った。ただ、それだけじゃ」

「ただ、それだけか」

「ああ、そうじゃ。無益な殺生は、山が滅ぶ元になる。我らは、山の幸をありがたくいただく。山が滅びれば、己の命を縮めるも同然のこと。人と人もそうであろう。我らと勧真たちが殺しあう理由など、元々ないことじゃ」

「上手く行けば良いが」

　そう言って西春が遠くを見つめると、その視線の先にこちらに向かってくる馬の姿を捉えた。乗っている男は、身なりは綺麗だが腰に下げた刀は装飾を施しておらず、それが戦闘用であることを示していた。男は、二人の前で馬から降りると言った。

「正五位、藤原基次の命により参った」

その声を聞いた成村が出てくると、使いの者に向かって言った。

「おう、時成ではないか」

「成村殿、相変わらずで何より」

「挨拶は、よい。さっ、入れ」

　成村の部屋に案内された時成は、座るなり用件を切り出した。

「成村殿も勝てぬ男が、ここに居ると聞きました。その男を貸して貰えぬかと」

「たしかに居るが」

「では、その者を小一条院へ連れて戻ります」

「それは良いが、何をさせるつもりじゃ」

「名を申すことは出来かねますが、あるお方の警護にと」

「何ゆえに外部の者を使う。いくらでも家来がおるであろう」

「はっ」

　時成は、そのまま黙ってしまった。

「言えぬか。謀反の企みがあるということか」

「それは・・・」

「図星のようじゃな。こちらへ」

　成村が立ちあがり、部屋を出ると時成も従った。時成が案内されたのは、畑の物置だった。そして、そこを開くと縛られた勧真の仲間がいた。

「時成、こやつらは摂政を手に掛けようとしておる者の仲間。イカリが捕まえた」

時成が刀を抜き、

「不埒者め。成敗してくれるわ」

時成が切りかかろうとすると、イカリが背後からその腕を掴んだ。

「殺すことはない。すでに観念しておる」

「ええい、放せ」

時成がいくら力を入れても、イカリの腕は解けなかった。そして、成村が時成の刀を掴み鞘に戻して言った。

「無駄じゃ、こやつはわしでも叶わぬ」

時成は、イカリに向かい、

「おまえか、腕のたつ者というのは」

その後、成村が時成にイカリがやったことを説明した。時成はしばらく考え込んで言った。

「では、その者供の言うとおりにさせてやろうではないか。イカリは、そのまま計略に利用されるふりをいたせ。既に捉えた者は、事が終わるまでこちらで監禁する。やつらには、いなくなったと伝えるが良い」

――――――――――――――――――

時成は武装した数名の者を連れて、成村の家に再びやって来た。そして、謀反人を兵に引き渡した。
「成村殿、やつらは何時決起するかご存知か」
「うむ、二月十九日と聞いておる。その日に大殿が参ると話していた」
「そこまで、知っておるとは。その日、阿弥陀仏が丑剋に都を発つ。宇治殿到着は、おそらく午剋。その後、大僧正によって結界が行われる。そこに摂政がある御方を連れて行かれることになっておるが、やつらはそこを狙うつもりであろう」
時成は、そこで一息つき再び話しだした。
「ようわからぬことがある。摂政の周囲には、警護の者や御付きの者が囲む。切り込めば、たちどころに捕らえられる。弓を引くにしても、幾重にも施された母布に阻まれる。いったい、やつらはどのような方法を使うというのか」
「時成、昔わしから一本取ったことを覚えておるか」
「はい、たった一度だけ倒しました」
「うむ、あの時わしは、幾人もの者に稽古をつけておった。長時間に及ぶ稽古のため、ほんの一瞬ではあったが隙を作ってしもうた。そこをお前が突いた」
「では、どのように警護をしても隙が出来ると」
「そうじゃ、やつらとて馬鹿ではない。何時来るかわからぬ敵、その疑心が長く続けば警護の者の集中力も落ちる」
「すると襲撃ではなく、潜入して来ると」
「摂政ともなれば有らぬところから恨みを買うもの。このイカリを脅し、摂政襲撃をさせると見せかけ、真の暗殺者は他におる。とも考えられる」
「ふむ、成村殿の申されるとおりかも知れぬ」
「イカリは、力が強いだけではない。ひとつここは、このイカリに任してはどうじゃ。何やら策があると見える」
「そうとは、思えませぬが」
「ならば、わしを信じてくれ」
　時成は、首を何度かかしげると、
「これより戻り、イカリが警護を承知したと申し述べましょう」
　時成は、そう言うと馬に乗り成村の家を後にした。時成の後ろ姿を見送る成村に西春が声を掛けた。
「兄者、イカリと夕顔が日暮れまで留守にすると言って出て行きました。」
「そうか、では我らは飯の支度にかかるか。わしは水を汲む。薪を頼むぞ」
西春が薪を持って、カマドの所へ来ると成村がそれに火を点けた。そして、燃える薪を見つめて西春に言った。
「イカリの振るまい、なんと見る」
「さて、私には殺生を避けたいと」
「わしもそう聞いたが、そうとも思えぬ。やつの腹の中には、里を焼かれ愛する者と引き裂かれた恨みがあるはずじゃ」
「しかし・・・」
「イカリは、勧真の背後に誰ぞがいると考えておるような」
「では、その背後の者をおびき出すための策略と。我らまで騙していると申されるか」
「わからぬ。時成の登場に眉ひとつ動かす様子もなく、成り行きに任せた。イカリは、闘う時期をうかがっているような。わしは、この頃のイカリを見ていると恐ろしい。」
その日の午後、成村の家に勧真が仲間一人と供に血相を変えて来た。
「仲間がいなくなった。おぬしら何をやった」
成村は、外を指して答えた。
「知らぬ。見張りの二人も逃げたようじゃ」
勧真は、その場に座ると、
「あの腰抜けどもめが」
「何があった。」
「ああ、今朝役人が我らの周囲をうろついていた」
　そして、勧真は供の者を座らせて、
「この者とわしは、生来の家人であったが、他の者は褒美に誘われて供となった」
　成村は、勧真に向かい、
「褒美より命が大事と見て逃げたのか。さて、これからどうする」
「なあに、こっちには人質がある」
　勧真は、イカリの姿がないのに気づき、
「イカリは、何処へ行った」
「狩りにでも行ったのであろう」
　勧真が仲間に合図を送ると、仲間の男は成村の家を出て行った。
「イカリが戻るまで、ここで待つ」
「好きにせい。わしは、一眠りする」
　成村は、そう言うと横になり目を閉じた。
　成村の家を出た男は、比叡降ろしの強い風が吹く中、アジトへは向かわずに東市の喧騒にまぎれて行った。
「どこへ行くのでしょう」
「市をわき目もふらずに歩いているところを見ると、急ぎの用か」
　イカリと夕顔は、成村の家を出ると言って近くに潜んでいた。イカリの読みどおり、勧真は危機を感じ掛けつけた。そして、勧真の仲間が一人で成村の家を出たところから、二人で追跡していた。
「あれは」
　男が商家の前で立ち止まった。その中から出てきたのは、死んだと思っていた倉井の堂剣だった。男は、堂剣と一言二言交すとその場から立ち去った。堂剣は、家に戻らず東に向かって歩き出した。その後を付けたイカリと夕顔は、人気が無くなるのを見計らって声を掛けた。
「堂剣、生きていたのか」
　堂剣が振り返るとイカリが槍を構えていた。
「おまえは、イカリ。夕顔も。どういうことじゃ」
　イカリは、天高く槍を投げた。堂剣が槍を目で追う。舞いあがった槍が落下をはじめると、堂剣は槍を避けようとしてイカリの動きに気がつかなかった。槍が地面に突き刺さったとき、堂剣の首にイカリの刃が当てられていた。イカリは、堂剣の背後から言った。
「おまえが仕組んだことか」
「し、知らぬ。わしは、雇われただけのこと」
「命は、いらぬと言うのなら、それまでのこと」
　堂剣の額から汗が滲む。
「ま、まて、おまえらがどうあがいても手の届かぬ所じゃ」
「誰か言えぬのなら、何をやるつもりじゃ」
「聞いてどうする」
　イカリが刀を少し動かすと、堂剣の首筋から血が流れた。
「答えろ、堂剣」
　堂剣の首から流れた血が、胸に垂れていく。
「苦しい。刀を降ろせ」
「言えば、降ろしてやる」
「わかった。わかった。おまえや勧真は、捨石じゃ。おまえたちが襲った隙に、一品の宮を襲うらしい」
「どういう意味じゃ。摂政を襲うのではないのか」
「それより深いことは、わしとて知らぬ」
　夕顔は、それを聞いて言った。
「天月が私に宮の代役をせよと言っていた」
　堂剣は、夕顔を見て、
「おまえたちは、強欲な貴族の道具でしかない」
　イカリは、刀を降ろすと堂剣に言った。
「おまえもその道具であろう」
　堂剣は、ゆっくりとイカリから離れ、懐から布を出して血を拭った。そして、布をもう一度懐にしまうと、懐に持っていた小刀を抜き夕顔を襲ったが、イカリの刀が堂剣の腹を切り裂いた。堂剣はその場に倒れた。
「これより先は、どうにもならぬか」
「はい、我らでは手が届きませぬ」
「戻るとするか」
「勧真は、どうします」
「思えば、やつも哀れなもの。今止めたとて、また謀る」
　イカリと夕顔は、黙って成村の家に向かって歩きだした。
　イカリは、玄関から家に入り、夕顔は西春の手引きで物置に隠れた。
「待ちかねたぞイカリ」
　勧真は、そう言うとイカリを睨んだ。
「大事な時に何処へ行っておった」
　イカリは、黙ったままその場に座った。
「どうしたイカリ、答えられぬか」
　イカリは、欠伸をすると、
「うるさいやつめ、何のようじゃ」
　勧真は、苛立ちを押さえて言った。
「十九日の卯剋、ここを発つ。忘れるでないぞ」
「では、そのときになれば迎えに来い。わしは、猟師じゃ。卯剋と言われても、ようわからん。それは、昼か夜か」

「朝じゃ。叩き起こしてやるわ」

　勧真は、吐き捨てるようにイカリに言うと成村の家を出た。

　勧真が去った後、西春と成村はイカリと夕顔を残して家を出た。二人が向かったのは、ある鍛冶屋の家だった。鍛冶屋は、二人の姿を見て手を止めた。

「これは、成村殿」

「あれは、出来たか」

　鍛冶屋は、頭を掻きながら答えた。

「これで、よろしいか」

　そして、奥から巻いたムシロを持ち出し、それを成村の前で広げた。包まれていたのは、鉄の棒に刀の柄を付けたものだった。よく見ると、棒は手元が太く先端が細く尖っていた。成村は、柄を掴み持ち上げると軽く一振りした。

「うむ、良い出来栄えじゃ。残りは、いつになる」

「明日の夕刻」

「無理を言ってすまぬのう」

　成村が、懐からヒスイの髪飾りを取り出して鍛冶屋に渡した。鍛冶屋はそれを受け取りながら言った。

「これが、形見になりませぬよう」

「うむ、では頼むぞ」

　成村と西春は、鍛冶屋の工房から東市に向かった。

「兄者、今日はどこぞで夜明かしですな」

「さて、どこへ向かうか」

背後から呼ぶ女の声がした。

「成村殿」

　二人が振り向けば、砧が立っていた。

「どうした。こんなところで」

　砧は、二人を手招きすると先にたって歩き出した。鴨川の近く、隙間だらけの小屋に砧が入って行った。二人も中へ入ると、砧は酒を出した。

「このようなあばら家で申し訳ございませんが、ここで生まれ育ちました」

　西春は、小屋の中を一通り眺めて言った。

「兄者、わしらが育った所よりましじゃ。屋根がある」

　成村は、酒を一杯飲み屋根を見上げ、

「おお、空が見えぬわ」

　砧は、二人の顔を交互に見ながら言った。

「はて、最手とその弟が、そのようなところに」

　成村は、もう一杯飲み、
「話せば長くなるが、わしらは獣のように育った。親を亡くし、兄弟二人で野山を駆け回り、食い物をあさる暮らしであった」

　砧は、西春に酒を勧めながら、

「それが、ようここまで偉くなられましたね。私など外道の下働き」

　砧は、そう言うと戸板の隙から外を見回し、

「堂剣が生きておりました。つい先ほどまで」

　それを聞いた西春が、砧に言った。

「生きていたとは、あの戦いから逃れたのか。いや、つい先ほどまでとは、どういうことであるか」

「はい、それと勧真の仲間と結託しておりました。勧真は、そのことを知りませぬ。イカリは、勧真の背後にいる者を探るために、やつの仲間を付けて行きました。そして、堂剣と出会い倒しました」

　成村は、腕を組み、

「敵討ちか」

「いいえ、殺す気はありませんでした。堂剣が夕顔を襲ったために、イカリの剣がやつを切り裂きました。それはもう、見事な技でした」

「考えながら切ったのではない。体が動いたのであろう。しかもその後、何食わぬ顔で戻ってきおった。戦や陰謀がイカリを変えたようじゃ。夕顔がいない間、イカリは自分を殺していた。見張りに殺気を気取られまいと、耐えておった。隙あらば倒そうと狙いながら、その気配を微塵も出しておらなかった」

　西春は、成村の言葉に付け加えるように砧に言った。

「イカリは、ただ腕が立つだけではない。山で兵に追われたとき、逃げながらも反撃の機会を待ち、敵を罠にかけ追い払った」

　砧は、成村に向かい手をついて言った。

「成村殿、このままではイカリは当人の好まぬ方向に進みます。どうか、イカリと夕顔を逃がしてやって下さいませ」

「逃がせと言われても、警護の任が終わらぬうちは、そうも行くまい」

「そのことですが。逃げる機会は、その時と存じます」

　砧が言うには、勧真の仲間は計略の直前に裏切り逃げる。勧真は、その場で捕まり摂政の名において首をはねられる。宮や他の貴族の前で、摂政藤原頼通の力を誇示する。また、その騒ぎに乗じて宮の命を奪う。

「宮とは、禎子内親王のことか」

「はい、間違いなく」

「それで、イカリに警護を。身内は、信用出来ぬということか。イカリは、何を考えておるのか。さっさと勧真を捕らえて、検非違使にでも渡せばよかろうに」

「それでは、イカリにも疑いがかかります。ここまで、深入りしておれば、ただで済むと思えませぬ。イカリも分かっているでしょう。全てにけりをつけて、その後夕顔と何処かへ逃れるつもりでありましょう。その時、お二方の力が必要になります」

西春は、酒を飲み干すと立ち上がって言った。

「話は、分かった。兄者、わしは寺に戻る」

「なんじゃ、ゆっくりして行けば良かろう」

「では、砧殿。後は、任せます」

　西春は、返事も待たずに出て行った。

「なんじゃ、愛想のない」

　砧は、西春が出て行くと白い杯を取り出した。それに酒を注いで成村に渡した。そして、それを飲み干した成村は砧に杯を返した。今度は成村が酒を注いだ。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

「日が長くなりましたね。」

　夕顔は、縁側に座りイカリの腕にもたれてそう言った。イカリは、沈む夕日を眺めて答えた。

「このまま、時が止まれば良いが」

「時を感じるようになりましたか」

　イカリは、夕顔を抱き寄せて、

「時など、気にもしなかったが、夕顔がいなくなった後、時に長さがあることを知った」

　夕顔とイカリは、共に昨日までの暮らしを思い出そうとしていた。蔵に閉じ込められた夕顔、何処にいるかも分からないまま夕顔の無事を祈りながら、鍛錬に明け暮れたイカリ。互いに長い一日を過ごしてきたが、今思い出そうしても何も思い出さなかった。

　その前、二人の暮らしは一日が短く、楽しくもあり苦難もあったが、日々が矢のように過ぎ去った。しかし、遠瀬での暮らしを思い出すと、二人にとっては色々なことがあり、長い時だった。

　そして、二人が会えなくなった時。その間は、とても長く感じていたが、思い出すとほんのつかの間のように感じる。

「夕顔と逢えぬ間、わしは眠っていたのだろうか」

「私とて同じ。時の長さは、一様ではないかのよう。こうしている時は、疾風のごとく過ぎ去ります。逢えぬ時は大河のようにゆっくりと流れます」

　イカリは、夕顔に同意するように彼女の手を握って言った。

「しかし、思い出そうとすると逢えぬ時は何も無かったかのように短い」

「時の流れは、川のように早く遅く」

「時は、流れるのか」

「はい、そう感じます」

「では、川の流れに逆らうように時の流れを逆に進むことは出来ないのか」

　夕顔は、イカリを見つめて、

「さあ、よく分かりませぬ。ただ、この時、こうしている時。この時が、止まれば良いと思います。」

　イカリは、夕顔を抱き上げると、

「川のように止まらぬ時の流れならば、今この時が後に長く思えるように」

「湯が沸いております」

　イカリは、湯が入った釜の前に夕顔を立たせ、彼女の着物を脱がした。イカリが自分の着物を脱ごうとすると、夕顔がそれを手伝った。イカリは、桶に湯を入れ手ぬぐいを湯に浸けた。そして、夕顔が背を向けると優しく手ぬぐいで拭った。背中が終わると、引き締まった尻に触れた。

「うっ」

　イカリが手を止めると、夕顔がこっちを向いた。イカリは夕顔の顔に触れ、青い瞳を見つめた。夕顔が目を閉じると、イカリは豊かな乳房に触れた。日が沈み当たりが暗い青に染まる。

　夜明け前、イカリの腕の中で目覚めた夕顔は、そっと寝床を抜け出そうとするとイカリが、夕顔の体を抱き寄せた。

「起こして、しまいましたか」

　イカリの返事は、無かった。

「イカリ」

　夕顔がイカリの頬をつついたが、彼は何も言わない。眠っていながら、夕顔を放そうとしない。

「うふっ」

　眠ったまま宝物を放さない子供のように、自分を抱き寄せるイカリが可愛い。しばらく、夕顔は彼に身を委ねた。そして、自分を掴む彼の指を一本づつ、ゆっくりと離していった。彼の力が抜けたところで、床から抜け出した。

　

　夕顔は、井戸から水を汲み、一口飲んだ。水瓶に入れた水より暖かい。顔を洗い髪を濡らし櫛を通すと、腕をまくり二の腕に水をかけた。

「冷たい」

　そして、袖を下ろすと腕が熱くなった。何度か背伸びをすると、夕顔はゆっくりと舞いはじめた。明けの明星が輝き、日の出が近い。都の空は、晴れているが、時おり北の山脈に降る雪が風に乗り、ちらほらと舞い降りる。夜明けと共に風が強くなり、夕顔の頬が赤くなっていく。風が雪雲を運び、雲間から漏れる暁の紅い光が、舞う夕顔と雪を染める。雲が陽の光を隠すと、全天を雪が覆った。

「ふう」

　夕顔は、一息つくと井戸の水で顔を洗った。夕顔が頭を上げると、イカリが彼女の頭に付いた雪を掃った。

「起きていましたか」

「見事な舞いじゃ」

　イカリは、夕顔の肩を抱くと家の中に戻った。

　夕刻、成村と西春が新しい鉄棒の剣を持ち帰った。イカリは、それを受け取ると西春と共に剣の鍛錬をはじめた。イカリは、木の枝に縄で括った薪を吊るすと、その前で大上段から剣を振った。縦横と何度も素振りを繰り返す。そして、剣を肩に担ぐように構えると素早く薪を打った。薪は、見事に割れた。イカリは、薪を代えると西春に言った。

「西春、腕の振りは小さく、手首を返せ。この剣は、先が軽い。力より切っ先の速度で勝負が決まる」

　西春が言われた通りに剣を振ったが、薪は割れなかった。何度もやったが、薪は震えるだけで割れることはなかった。

「力を入れすぎじゃ、もっと軽く振れ。振り出した後は、剣に任せれば良い」

　

　その日、深夜に都を出た阿弥陀仏は、正午に宇治に辿り着いた。勧真とイカリは、続々と集まる人の中に摂政の姿を探した。イカリは、その中に時成の姿を見つけた。人々は皆、池や阿弥陀堂の中を覗いていたが、時成だけは阿弥陀堂の上を見ていた。

　日が傾きだす頃、樂が奏でられ大僧正が阿弥陀仏の周囲を回り始めた。母布は無く、極楽を再現した宇治殿は、全ての人を受け入れるように、ゆったりと構えている。

　イカリは、槍を地に刺して勧真に言った。

「槍など要らぬではないか。おまえが、近づいて切ればよかろう」

「しかし、まだ摂政の姿がない」

「摂政は、どんな男じゃ」

「会ったことはないが、御輿ならば見たことがある」

　イカリは、勧真の襟を掴み、

「なんじゃ、おまえは摂政を知らぬのか」

「あれを」

　勧真が阿弥陀堂の池を指差した。その先には、かっぷくの良い華やかな着物を着た男が歩いていた。

「あれでは、ないか」

「間違いならば、どうする」

「かまわぬ、ここまで来て何も出来ぬままでは、死んだ仲間に申し訳ない」

「では、やるぞ」

　イカリは槍を構え、力一杯放った。風を切り高く舞い上がった槍は、阿弥陀堂の上を越え宇治川に落下した。それは、時成への合図だった。時成が、人の列から離れると散らばっていた兵が、勧真とイカリの方向目指して集まりだした。

　イカリの槍が落下した先には、夕顔と西春が乗った船が川岸の草叢に潜んで待っていた。

「行くぞ」

　西春は、船を繋いでいた縄をき、イカリが指示した場所に向かって船を進めた。時成には、この船のことは知らせていない。

「ええっい、なにを血迷った」

　勧真は、イカリの槍が阿弥陀堂の向こうへ消えると怒鳴った。

「やめじゃ、わしは山に帰る。これは、おまえの戦。それも負けと決まった戦じゃ」

「夕顔がどうなっても良いと言うのか」

　イカリは、時成が近づくのを見て言った。

「夕顔より、自分の身を案じたらどうじゃ」

　二人は、既に数人の兵に囲まれていた。イカリは、時成に向かって言った。

「時成殿、これでわしの役目は終わった。もう、戻って良いか」

　勧真は、それを聞いて剣を抜いた。

「裏切り者。」

　そして、切りかかったが、イカリの鉄棒剣が勧真の小手を打ち、勧真は剣を落した。イカリは勧進を組み伏せると、時成りに言った。

「さあ、縄を」

　時成が勧真に縄を打とうとすると、背後から声がかかった。それは貴族に化けた天月だった。その後に武装した男が二人いる。

「その男、外れたとは言え、阿弥陀堂に槍を投げた。そのような狼藉、許すわけにはいくまい」

　天月がそう言うと、武装した男が数人イカリに刃を向けた。

「待て、まてい」

　時成は、男たちを静止しようとしたが、男たちは無視して切りかかった。

「時成、動くな。やつらの狙いはわしじゃ」

　イカリは勧真が落した剣を拾い、向かってくる男たちに投げた。そして、全力でその場から走り去った。男たちは、時成と勧真を残して去って行くイカリを追った。時成は、勧真に縄を打ちながら天月を見ると、そこには誰もいなかった。

　イカリを追う二人の男は、イカリが川に向かっていることに気づいて、速度を落した。

「愚かなやつめ、川を泳いで渡るつもりか」

「じっくりと、追い詰めてやる」

　イカリの姿が草叢に消えると、男たちは二手に分かれて後を追った。草を分けて行くと、宇治川の中央、船に乗ったイカリの姿があった。

「くそ、船が待っていたとは」

　追撃から逃れたイカリたちは、対岸に船を着けた。そこには、成村と砧、サンとロクが待っていた。そして、弥平までがいた。弥平は、イカリと夕顔に言った。

「亜麻村が二人を待っておる。小さな家じゃが、雨露を凌げる。後は、二人でなんとかいたせ」

「弥平じい、亜麻に家を建てたのか」

「ああ、家というほどのものではないがな」

　夕顔は、弥平の手を取って言った。

「弥平殿」

「気にするな夕顔、イカリがおらぬとわしの夢が果たせぬ」

　そう言って弥平は笑った。

　

　柊野別れ、振り向けば朝日に融けきれない雪が眩しい。既に消え去った遠瀬。もう一度戻れるとは夢にも思わなかった。イカリは、夕顔と西春に言った。

「休むか」

　日当たりの良い場所を選んで座った三人は、それぞれの荷物を降ろし一息ついた。雪解け水のせせらぎが奏でる森の調が、春がすぐそこまで来ていることを知らせる。陽射しは和らぎ、道のりの汗が乾いていく。夕顔は、日が当たらない木の枝に残った雪を口に入れた。

「ああ、美味しい」

　イカリは、夕顔に背を向けて荷物の中から糒を取り出そうとしていた。それを見た夕顔は、手に取った雪をイカリの首筋に当てた。

「隙あり」

イカリは、雪の冷たい感触に飛び上がった。

「冷たいではないか」

「イカリから一本取りました」

　西春は、イカリの驚いた顔を見て笑った。

「雷光のごときイカリの剣も、夕顔には叶わぬか」

　イカリは、鉄棒剣を抜くと構えて言った。

「やるか」

　すると夕顔は、目を閉じた。それを見た西春は、荷物から糒と干し肉を取り出して言った。

「飯じゃ、飯。早ようせんと、みな食ってしまうぞ」

　

　桟敷嶽の頂上に立ったイカリは、先日までの重苦しく醜い争いで濁った心を洗うように、冷たく心地良い山の香りを胸一杯に吸い込んだ。夕顔もイカリの傍に立ち、大きく伸びをした。西に傾いた陽の淡い光に、夕顔の白い二の腕が染まる。西春は、遠くに見える都を見つめて言った。

「さらばじゃ」

「そうか、やはり寺に戻るのか」

「いろいろと、ありがとうございました」

「では」

　西春が立ち去ろうとすると、馬が走る音が下から聞こえてきた。それは、遠瀬と倉井を滅ぼした重富の馬だった。イカリは、鉄棒剣を抜くと西春に言った。

「行け、西春」

　西春も剣を抜いて、

「私に任せろ、夕顔を連れて逃げろ」

「何を言うか、おまえを置いて逃げることは出来ぬ」

「ならば、見ていろ」

　重富は、馬を降りると刀を抜いて言った。

「残党が残っていると聞いたが、おまえたちであったか」

　西春はイカリを制して重富に言った。

「勝負じゃ」

　重富は西春に一歩近づき、

「ほう、面白い」

　そして、西春に切りかかった。その攻撃を剣で受け止めた西春は、じりじりと押し返す。二人の殺気が周囲の空気に伝わり、鳥たちが騒ぎ出した。互いに一歩退き、そして打ち込む。打ち合いは、果てるともなく続くかと思われた。決着をつけたのは、夕日の赤だった。傾いた日に重富の刀が煌き、西春が目をそらした。一瞬の隙が、西春の致命傷となった。西春の腹を刀が貫いた。西春は、声も出さずに倒れた。

「次は、おまえか」

　重富がイカリにそう言うと、イカリは鉄棒剣を抜いて夕顔に言った。

「大丈夫だ」

　そして、重富に近づいた。重富は、イカリの変わった剣を見て言った。

「ほう、面白い剣じゃ。それで、わしを切れるか」

　重富が大上段から切りかかると、イカリはそれを受けずに身を交し、横から重富の刀を叩いた。空を切った重富の刀は、地面と鉄棒剣に挟まれて折れた。前に倒れそうになる重富。イカリは、飛び上がり重富の首に蹴りを入れた。倒れる重富を背中からイカリが抑えたところに、夕顔が短剣を投げてよこした。イカリは、その短剣を受け取り、重富の背中に刺した。更に体重をかけた。短剣は心臓に到達し、重富の息の根が止まった。

「蔵二、仇を撃ったぞ」

　夕顔は西春に水を与えていた。イカリが傍に寄ると、ゆっくりと西春が言った。

「頼みがある。南、南を見せてくれ」

　イカリと夕顔は、彼の体を起こして南の空が見えるようにしてやった。

「これで良い。私をここに置いて行け」

「西春、一人で置いて行くわけには行かぬ。亜麻まで、あと少しじゃ」

　西春は、イカリと夕顔の手を払って言った。

「ありがたいが、まもなく日が沈む。ここを超えれば、紀州の一番星は見えぬ。故郷の星が見えるところで死にたい。さあ、行け」

　夕顔は、涙を流しながら、じっと西春を見つめた。西春は、霞む目で夕顔を見て言った。

「もう、木も森も霞んで見えぬが、そなたの青い瞳は見える。その瞳を濡らしては、イカリに申し訳ない。今一度、笑ってくれぬか」

　夕顔は、悲しみを堪えて西春のために笑顔を作った。西春も笑みを浮かべると、

「さらばじゃ」

　西春の体から、力が抜けた。イカリは、そっと西春から離れると南の空を見た。暮れなずむ南の空に明るい星が見えた。イカリがそれを指差すと、夕顔は星に向かって手を振った。

「西春殿の星」

「西春は、わしでも勝てぬほどの剣の達人であった。しかし、奢ることも無く、あの地平に輝く星のように、皆を下から支えてくれた」

　二人が星に背を向けて、頂上を越えようとしたとき、暗くなった山道から天月の声が聞こえた。

「逃がしはせぬ」

　天月はイカリに切りかかった。イカリは、鉄棒剣で受け止めて天月に言った。

「おまえには、恨みはない。やめろ」

「ええい、黙れ。摂政暗殺とその首謀者を捕らえる。あれほどの良い機会を潰しおって、何もかも台無しじゃ。おまえたちを許しては、後々に示しがつかぬわ。」

　天月は、イカリから離れると短剣を夕顔に投げた。夕顔は、身を交そうとしたが、左肩に剣が突き刺さった。夕顔の体が斜面を転がり落ちる。イカリは剣を捨てて夕顔を追った。そこを天月が後から襲い、刃がイカリの肩をかすめた。

　イカリは振り返り、天月の腹に膝を入れた。天月のあばら骨が折れ、肺に突き刺さった。天月が息を度に、やぶれた肺から逆流する血が口から溢れた。イカリは、天月の刀を取ると苦しむ天月の左胸に刺した。

「夕顔」

　イカリは、夕顔が落ちていった斜面を彼女の名を叫びながら駆け下りた。夕顔は、冬の夜風から身を守るために大きな木の下に潜んでいた。

「夕顔」

　イカリの声が聞こえる。

「イ」

　痛みに声が出ない。闇が迫り姿も見えなくなっていく。

「夕顔」
　日没後の暗くなった斜面。イカリは目を凝らして見たが、夕顔の姿が見えなかった。イカリは夕顔が落ちた辺りに駆け下りた。

「夕顔・・・」

イカリの声が、遠くなって行く。夕顔は、胸元からキジの羽毛を取り出した。それを口で引きちぎり風に流した。それはイカリの近くまで届いた。夕顔の血の匂いがする。イカリ、その血の匂いを辿った。暗闇の中に大きな木が見えた。

「夕顔」

イカリの声に呼応するように東の空から登った月が夕顔を照らした。

　イカリが夕顔を抱きしめると、夕顔が痛みを堪えて抱きついた。夕顔の手に血の感触があった。イカリは薬を夕顔の口に入れ、自分も薬を飲んだ。

「直に楽になる」

　次第に痛みが薄れ、寒さも感じなくなっていった。夕顔はイカリの腕の中で空を見あげた。女王の椅子見える。

「あれを」

　イカリは、夕顔が指した方向を見た。

「カシオペア」

「覚えていてくれましたか」

「忘れるものか」

　夕顔が体の向きを換えてイカリを見ようとすると、肩に痛みが走った。

「うっ」

「まだ、痛むか」

　月明かりに浮かぶ夕顔から、血の気が去っていく。

「イカリ」

　夕顔が、痛みを堪えるためにイカリの腕を掴んだ。イカリは、もう一度薬を夕顔に飲ませた。

「イカリ、眠い」

「眠ると良い」

　イカリは、夕顔を抱いたまま立ち上がり、雪が積もる斜面を亜麻村目指して進んだ。月が天頂に昇る頃、力尽きたイカリは雪の中に座った。イカリは残った薬を飲み込み、夕顔を見つめて言った。

「少し休む」

　夕顔の返事はなく、イカリは目を閉じた。風に飛ばされた雪が、二人を包んで行く。雪雲が月を隠し、辺りは闇に包まれた。雲の上では、カシオペアの五つの星が輝いている。

「イカリ」

「目が覚めたか」

「はい」

「もう誰にも邪魔されまい」

「星に手が届きました」

　春まだ浅い晴天の日、成村の家の前に深い傘を被った旅の僧が立っていた。砧が出迎えた。その僧は笛を取り出して言った。

「これを」

「それは」

「さよう」

　そう言うと、その僧は傘を取った。

「ここにサンとロクがいると聞いた」

「あいにく二人は、出かけております」

「では、成村殿はおられるか」

「こちらへ」

　砧が中へ僧を案内すると、成村が縁側に座っていた。その横に座った僧は、懐から数珠を取り出して言った。

「これは、山の上でみつけました。武者の遺骸もありました。二人の弔いは、済ませてまいりました」

　成村は、数珠を受け取ると言った。

「イカリと夕顔は」

「さあ、姿は見かけませんでした。何がありました、話してはもらえぬでしょうか」

「急ぐ旅か」

「いいえ」

　桜が舞い散る頃、一人の僧が桟敷嶽の頂上に立っていた。少し降りたところに、成村が何かを埋めていた。

「利光、これで良いじゃろう」

「はい、ありがとうございました」

　　　　女王の椅子　第一部　おわり
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